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特
集　

大
震
災
11
年
。
教
訓
を
未
来
へ

2 東北の観光資源を育て地域活性化の起爆剤に

北
の
官
民
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
今
後
、

こ
れ
ら
の
評
価
を
生
か
せ
れ
ば
東
北
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
追
い
風
に
な
る
。

さ
ら
に
、
少
し
先
だ
が
「
北
海
道
新
幹
線

延
伸
２
０
３
０
」
は
、
東
北
に
と
り
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。

「
海
外
の
評
価
」
米
国
の
有
力
誌
「
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
は
、「
２
０

２
０
年
に
訪
れ
る
べ
き
25
の
旅
先
」
で
東
北

を
「
冒
険
部
門
」
で
選
出
。
東
京
か
ら
鉄
道

を
利
用
し
３
時
間
で
行
け
る
原
生
林
、渓
谷
、

火
口
湖
な
ど
の
自
然
、
１
０
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
寺
院
や
神
社
、
伝
統
的
な
祭
り
が
特

徴
だ
と
紹
介
し
た
。
次
に
、
世
界
的
な
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」

が
推
薦
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
「Best in 

T
ravel 2020

」
で
、「
東
北
」
を
２
０
２
０

年
に
訪
れ
る
べ
き
世
界
の
10
地
域
の
３
番
目

に
選
出
。
豊
か
な
自
然
、
祭
な
ど
の
文
化
遺

産
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
好
き
の
旅
行
者
に
好

適
な
旅
行
地
と
評
価
。
ま
た
、
震
災
後
の
観

光
地
や
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
な
ど
も
高
く

評
価
し
た
。
３
番
目
に
、
米
国
の
大
手
旅
行

誌
「
コ
ン
デ
ナ
ス
ト
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」（
英
国

版
）
の
「
２
０
２
２
年
ベ
ス
ト
ホ
リ
デ
ー
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、「
八
戸
圏
」

が
選
ば
れ
た
。「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

が
２
０
１
９
年
に
開
通
し
た
が
、
青
森
県
八

戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
で
１
０
０
０

㎞
で
あ
る
。

「
世
界
文
化
遺
産
認
定
」「
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が

２
０
２
１
年
に
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
登
録
直
後
は
観
光

客
が
増
え
る
が
、
継
続
さ
せ
る
の

は
難
し
い
。17
遺
跡
群
が
北
海
道
、

青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
と
散

在
状
態
で
緊
密
な
連
携
で
の
情
報

発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か

せ
な
い
。

「
北
海
道
新
幹
線
延
伸
」
２
０

３
０
年
に
新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延

［
１
］
は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
11
年
を
迎
え
る
。

政
府
に
よ
る
「
東
北
６
県
」
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
目
標
は
「
２
０
２
０
年
に
、
延
べ
外
国
人

宿
泊
者
数
１
５
０
万
人
泊
」
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
１
年
前
倒
し
で
２
０
１
９
年
に
達
成

し
た
（
図
表
１
）。
東
北
の
観
光
需
要
を
喚

起
す
る
た
め
官
民
一
体
と
な
り
、
出
遅
れ
た

訪
日
客
も
回
復
さ
せ
、
10
年
を
経
て
観
光
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
基
礎
が
か
な
り
出
来
上

が
っ
た
。
他
方
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
は
も

う
一
押
し
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
観
光
面
で

の
伸
び
は
こ
れ
か
ら
だ
。
本
論
で
は
大
き
な

期
待
が
か
か
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
焦
点
を
当

て
、
被
災
を
受
け
た
東
北
の
10
年
の
実
績
を

見
つ
つ
、
今
後
の
観
光
活
性
化
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
進
め
ば
よ
い
か
を
考
え
た
い
。

多
言
語
案
内
や
滞
在
プ
ラ
ン
な
ど
の
工
夫

で
、
受
け
入
れ
態
勢
も
整
い
訪
日
客
は
増
加

し
た
。
他
方
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
観
光
復
興
を

目
指
す
東
北
に
と
っ
て
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
世
界
に
向
け
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

世
界
的
な
広
が
り
で
そ
の
機
会
が
断
た
れ
、

競
技
な
ど
は
無
観
客
で
実
施
さ
れ
期
待
の
効

果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
て
、
今
後
、
観

光
立
国
日
本
の
一
翼
を
担
う
「
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
東
北
」
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

「
強
靱
な
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
」

を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
。
基
礎
が
か
な
り

出
来
た
「
東
北
６
県
」
が
中
・
長
期
的
に
志

向
し
進
め
ば
、
他
地
域
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の

実
績
を
挙
げ
ら
れ
る
（
図
表
２
）。

［
２
］「
東
北
観
光
へ
の
追
い
風
」

近
ご
ろ
、矢
継
ぎ
早
に
海
外
か
ら
「
東
北
」

の
高
い
評
価
が
届
い
て
い
る
。
震
災
後
の
東

大阪観光大学名誉教授
元・桜美林大学教授

鈴木　勝

東
北
の
観
光
資
源
を
育
て

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

追
い
風
と
な
る
海
外
の
高
い
評
価
。震
災
後
の
官
民
連
携
に
よ
る
賜
物

図表１　東北6県外国人延べ宿泊数推移

資料：トラベルジャーナル（2020.3.16）単位千人泊

図表２　ブロック別外国人延べ宿泊者割合

資料：�国土交通省東北運輸局「訪日プロモーション事業 2021
年度東北ブロック方針」

中国　1.8％

北陸信越　2.8％

沖縄　5.4％

中部　7.3％

九州　7.4％

東北　1.7％ 四国　0.9％

関東　37.8％

近畿　27.0％

北海道　7.9％
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期
待
を
か
け
ら
れ
な
い
か
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
駆
使
し
、
地
場
特
有
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
組
み
込
み
商
品
開
発
し
、
積
極
的
に
販

売
し
、
き
め
細
か
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
柔
軟
な
組
織
だ
。
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
商
品
開
発
か
ら
考
え
れ
ば
制
限
は
な
く
、

「
日
本
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、

旅
行
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
数
年
前

か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｃ
へ
の
脱
皮
を
唱

え
て
い
る
。
日
本
の
旅
行
会

社
（
図
表
３
：
第
１
～
３
種
、

地
域
限
定
な
ど
）
は
日
本
人

の
海
外
旅
行
や
国
内
旅
行
に

重
心
を
置
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
取
扱
額
は
日
本
全
体
で
５

％
程
度
で
あ
り
東
北
も
同
様

だ
。
将
来
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で
地
域
活
性
化
を
目
指
す
な

ら
ば
、
ど
う
し
て
も
東
北
に

「
戦
略
的
Ｄ
Ｍ
Ｃ
」
が
必
要

で
あ
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
の
全

国
展
開
の
旅
行
会
社
と
競
合

に
な
る
が
、
時
に
は
協
力
連

携
す
る
面
も
あ
る
。
東
北
の

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
不
可
能

な
分
野
、
不
得
手
な
業
務
を
担
う
組
織
で
あ

る
。
重
点
的
に
は
「
東
北
」
を
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
と
し
つ
つ
も
、
同
時
に
「
東
北
＋

首
都
圏
」、「
東
北
＋
北
海
道
」、「
東
北
＋
他

地
域
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
範
囲
と
す
る
。
ま
た
、

政
府
推
奨
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」
の
国
際
会
議
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
ツ

ア
ー
に
対
し
、
誘
致
以
外
に
広
域
の
会
議
前

後
ツ
ア
ー
手
配
に
力
を
発
揮
す
る
。ま
ず
は
、

東
北
固
有
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
得
意
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ら
ど
う
か
。

東
北
は
「
シ
ェ
ア
１
・
７
％
」（
図
表
２
）
を

大
き
く
超
え
、
北
海
道
、
九
州
に
比
肩
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
。

「
関
係
人
口
拡
大
」
関
係
人
口
と
は
「
移

住
し
た
定
住
人
口
で
も
な
く
、
観
光
に
来
た

交
流
人
口
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の
人
々

と
多
様
に
関
わ
る
人
々
」（
総
務
省
）で
あ
る
。

地
域
が
好
き
に
な
り
、
度
々
訪
れ
る
人
、
地

域
を
喜
ん
で
宣
伝
す
る
人
を
東
北
は
増
や
し

た
い
。
最
近
は
や
り
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

（W
ork

＋V
acation

職
場
と
違
う
場
所
で

伸
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
こ
の
延
伸
が
東
北
観

光
の
追
い
風
と
な
り
そ
う
だ
。
東
京
か
ら
道

南
ま
で
の
ル
ー
ト
で
、
東
北
で
の
滞
在
時
間

の
延
長
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
強
い
。ま
た
、

陸
上
に
加
え
、
海
上
の
ク
ル
ー
ズ
で
も
新
幹

線
や
航
空
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、「
東
北
＋

北
海
道
」
の
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
。

［
３
］
今
後
、力
を
入
れ
た
い
こ
と

「
東
北
６
県
の
連
携
＆
人
材
養
成
」「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
東
北
」
で
は
、
ま
ず
、

官
民
の
「
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
。「“
稼
ぐ
力
を
持
つ
”
観
光
地

経
営
組
織
」
に
期
待
し
た
い
。
東
北
の
広
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ「（
一
社
）東
北
観
光
振
興
機
構
」

が
あ
る
。
ま
た
、
各
県
に
数
カ
所
の
地
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
あ
る
が
、
特
に
、
県
や
市
の
横

断
的
な
連
携
が
必
要
だ
。
東
北
で
は
“
単
な

る
観
光
”
よ
り
も
教
育
旅
行
、
産
業
（
モ
ノ

づ
く
り
）
観
光
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
を
推
進
し
た
い
が
、「
東
北
・
観

光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
力
が
問
わ
れ
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
様
々
な
経
歴
の
人
々
が
い
る

が
、
変
化
の
激
し
い
海
外
情
勢
に
、
い
か
に

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
政
策
が
出
さ
れ
る
か
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
分
野
は
ガ
イ
ド
や
通
訳
の

数
と
共
に
質
を
高
め
た
い
。
東
北
で
は
、
自

然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
語

れ
る
ガ
イ
ド
、
震
災
の
語
り
部
、
エ
コ
ツ
ア

ー
＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
林
漁
村
滞
在
・

体
験
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
国
際
会
議
通

訳
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
や

旅
館
、旅
行
会
社
な
ど
の
経
営
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

着
地
型
観
光
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
不
足
し
て
い

る
。
東
北
で
の
大
学
で
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
は
足
り
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
多
様
な
観
光
専

門
家
が
必
要
と
さ
れ
る
が
教
員
も
学
生
も
少

な
い
。
近
年
、
首
都
圏
や
関
西
圏
の
観
光
系

大
学
が
増
加
し
て
い
る
。
加
え
て
、
最
近
、

表
面
に
現
れ
な
い
観
光
教
育
が
あ
る
。
大
学

の
「
経
済
学
部
」
や
「
経
営
学
部
」
な
ど
が

「
観
光
経
済
論
」
や
「
地
域
観
光
論
」
を
取

り
入
れ
る
実
態
だ
。
そ
の
結
果
、
観
光
協
会

な
ど
が
主
催
す
る
「
観
光
論
文
」
や
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受

け
る
ゼ
ミ
や
学
生
に
は
、「
経
済
学
部
」や「
経

営
学
部
」
出
身
が
多
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
２
０
２
１
年
４
月
に
、
関
西
圏
（
兵
庫
県

豊
岡
市
）
に
公
立
「
芸
術
文
化
観
光
専
門
職

大
学
」
が
開
学
し
た
。
今
後
、「
東
北
・
観

光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
」
に
は
、
観
光

系
大
学
を
増
や
す
強
靱
化
を
第
一
義
的
に
す

る
が
、
一
般
大
学
で
観
光
科
目
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
入
れ
る
手
法
も
提
案
し
た
い
。

「
戦
略
的
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
構
築
」
近
年
、「
日
本

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
観
光
振
興
の
司
令
塔
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
公
的
な
補
助
金
や
出

向
人
事
も
あ
り
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

や
「
事
業
」
は
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
組
織
に

対
し
、「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
（
Ｄ
Ｍ

Ｃ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

カ
ン
パ
ニ
ー
）」
が
あ
る
が
、
そ
の
会
社
に

図表３　東北の「産・学」比較
項目

運輸局

自治
体数

「産」（旅行業者） 「学」（大学） 参考

1
種

2
種

3
種

地域
限定

合計
割合
％

観光系学部
/学科（数）

割合
％

訪日客
割合％

北海道 1 20 124 154 15 313 3.1 7 5.8 7.9

東　北 6 22 238 223 28 511 5.2 10 8.2 1.7
関　東 8 423 1096 2615 38 4172 42.6 38 31.4 37.8

北陸信越 4 24 264 261 34 583 6.0 10 8.2 2.8

中　部 5 54 308 623 22 1007 10.3 7 5.8 7.3

近　畿 6 66 398 1068 39 1571 16.1 24 19.9 27.0

中　国 5 18 175 214 19 426 4.4 7 5.8 1.8

四　国 4 63 123 111 18 265 2.7 3 2.5 0.9

九　州 7 38 240 444 38 760 7.8 12 9.9 7.4

沖　縄 1 13 56 90 16 175 1.8 3 2.5 5.4

合　計 47 691 3022 5803 267 9783 100.0 121 100.0 100.0
注1）「旅行業者」はJATA日本旅行業協会「数字が語る旅行業2020版」から抜粋。
注2）「観光系学部/学科（含：隣接分野）」は上記「2018版」（P.101 ～ 103）から抜粋。
注3）「訪日客割合」は2019実績。観光庁宿泊旅行統計/国土交通省東北運輸局2020
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「
東
北
観
光
と
越
境
Ｅ
Ｃ
」
最
近
、「
越
境

Ｅ
Ｃ
」
が
盛
ん
だ
。
ま
ず
、「
越
境
Ｅ
Ｃ
」

と
は
何
か
。「
国
境
を
超
え
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

取
引
で
海
外
消
費
者
に
国
内
商
品
を
販
売
す

る
こ
と
」
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
地

域
特
産
の
物
流
面
で
地
域
を
元
気
に
さ
せ
、

収
束
後
に
は
訪
日
客
誘
致
を
図
れ
る
こ
と
。

従
来
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
は
「
旅
行
中
の

消
費
高
」、「
地
域
経
済
へ
の
波
及
」、「
宿
泊

業
へ
の
投
資
」
が
前
面
に
出
て
き
た
。
し
か

し
、
現
在
、「
越
境
Ｅ
Ｃ
」
で
官
民
が
動
い

て
い
る
。
青
森
県
の
越
境
Ｅ
Ｃ
は
台
湾
向
け

に
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
メ
リ
カ
、
香
港
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
で
旅
行
“
前
後
”
で
販
売
す
る
。

「（
リ
ン
ゴ
な
ど
）
青
森
の
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
将
来
的
に
は
ぜ
ひ
青
森
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
県
担
当
者
は
語
る
。
青

森
県
以
外
で
も
東
北
各
県
で
動
き
始
め
て
い

る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
は
「
観
光
リ
ピ
ー
タ

ー
」
＆
「
越
境
Ｅ
Ｃ
リ
ピ
ー
ト
購
入
者
」
の

両
面
で
、
地
域
活
性
化
の
機
会
が
広
が
る
。

「
国
際
観
光
研
修
ビ
ジ
ネ
ス
の
受
注
」
外

務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
観
光
庁
な
ど
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

観
光
業
務
に
関
係
を
持
ち
た
い
。
教
員
時
代

に
、
政
府
の
海
外
専
門
家
研
修
で
講
師
を
務

め
、
イ
ラ
ン
観
光
専
門
家
、
ラ
オ
ス
政
府
・

国
会
議
員
、
中
央
ア
ジ
ア
観
光
産
業
、
中
国

内
陸
部
や
ロ
シ
ア
極
東
部
の
観
光
関
係
者
な

ど
と
接
点
が
あ
っ
た
。
各
省
庁
の
研
修
実
施

の
際
、
公
募
入
札
が
あ
る
が
東
北
と
し
て
参

加
し
た
い
。
以
前
、
あ
る
組
織
と
共
に
応
募

し
た
経
験
が
あ
る
。
研
修
地
と
し
て
「
東
京

＋
先
進
ま
た
は
、
特
色
あ
る
地
域
」
が
条
件

で
期
間
は
１
～
２
週
間
だ
。
現
在
、
首
都
圏

や
関
西
に
あ
る
組
織
か
ら
の
応
募
が
主
で
あ

る
。
東
北
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
応
募
な
ら
、
も
ち
ろ
ん

「
東
北
＋
東
京
」
で
あ
り
、
東
北
の
自
然
、

祭
り
、
語
り
部
ツ
ア
ー
だ
。
成
功
す
れ
ば
、

観
光
プ
ロ
が
東
北
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
、
帰

国
後
は
世
界
に
宣
伝
し
て
く
れ
る
。

［
４
］
結
び
に

東
北
に
は
世
界
に
誇
れ
る
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
今
後
、
自
分

の
地
域
に
適
し
た
訪
日
客
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

探
し
た
い
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の
活
性
化
に

は
、
観
光
関
係
者
を
は
じ
め
東
北
の
人
々
が

海
外
に
も
っ
と
足
を
運
び
、
世
界
の
実
態
を

知
る
こ
と
が
必
要
だ
。
海
外
で
得
た
知
見
と

東
北
の
“
お
も
て
な
し
”
を
備
え
れ
ば
、
東

北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

働
き
つ
つ
休
暇
取
得
す
る
仕
組
み
）
や
「
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
（
長
期
滞
在
）」
も
そ
う
だ
。

地
域
で
の
気
軽
な
交
流
会
や
互
い
に
往
来
し

や
す
い
二
次
交
通
の
整
備
な
ど
も
ポ
イ
ン
ト

だ
。震

災
５
カ
月
後
の
こ
と
、学
生
15
人
と「
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
仙
台
へ
行
っ
た
。
東

北
学
院
大
学
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
好
意
で
大
学
に
泊
ま
り
、
活
動
を
仙
台

商
工
会
議
所
に
依
頼
し
た
。
現
場
は
「
仙
台

七
夕
祭
り
」
で
２
０
１
１
年
以
降
も
毎
年
継

続
し
た
（
現
在
、
大
学
で
形
態
を
替
え
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
中
）。
と
こ
ろ
で
、
首
都

圏
や
関
西
に
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
心
を

持
つ
学
生
が
多
い
。
東
北
６
県
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

Ｄ
Ｍ
Ｃ
は
大
学
に
連
携
を
呼
び
掛
け
た
ら
ど

う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
外
に
、
交
流
会
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。
若
い
世

代
が
魅
力
に
感
じ
る
森
林
・
林
業
の
創
造
に

向
け
て
「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
カ

レ
ッ
ジ
」
が
２
０
２
２
年
に
完
成
す
る
予
定

だ
が
、
全
国
の
観
光
系
大
学
や
学
生
が
関
心

を
示
し
そ
う
で
あ
る
。

「
国
際
着
地
型
ツ
ア
ー
」
世
界
中
の
参
加

者
を
集
め
、
現
地
で
集
合
、
現
地
で
解
散
す

る
ツ
ア
ー
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
旅
行

会
社
は「JA

PA
N

 BO
N

SA
I T

O
U

R

」
を

毎
年
、
催
行
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
発
だ
が

世
界
の
都
市
か
ら
参
加
で
き
る
。
専
門
的
に

は「
ラ
ン
ド
・
オ
ン
リ
ー（LA

N
D

 O
N

LY

）」

ツ
ア
ー
と
呼
ば
れ
、「
東
京
集
合
＆
解
散
」だ
。

行
程
は
「
東
京⇒

京
都⇒

奈
良⇒

岡
山⇒

東

京
10
日
間
」
で
国
風
盆
栽
展
、大
宮
盆
栽
ビ

レ
ッ
ジ
、岡
山
後
楽
園
が
含
ま
れ
る
。
一
般

的
に
は
日
本
の
旅
行
会
社
が
作
る
べ
き
も

の
。
こ
の
種
の
ツ
ア
ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
多
い
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
聖
地
エ
ア
ー
ズ
ロ

ッ
ク
（
ウ
ル
ル
）
な
ど
を
組
み
込
む
「
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
・
ツ
ア
ー
」
だ
。例
え
ば
、東
北
の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
酒
蔵
巡
り
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
、「
戦
略
的
Ｄ
Ｍ
Ｃ
」
が
催
行
す
れ

ば
「
東
北
＋
他
地
域
」
を
種
々
企
画
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

も
魅
力
的
な
素
材
と
な
る
。

「
ラ
ス
ト
・
ミ
ニ
ッ
ツ
︵
間
際
︶
戦
略
」　

“
間
際
”
訪
日
客
に
東
北
は
う
ま
く
対
応
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
工
夫
が
必
要
で

な
い
か
。
旅
行
の
個
人
化
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
が
激
増
中
だ
が
、
今
後
、
積
極
的
に

販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
。
海
外
に

出
向
き
宣
伝
も
い
い
が
“
足
元
”
の
販
売
が

見
落
と
さ
れ
て
い
る
。「
東
北
ツ
ア
ー
首
都

圏
販
売
」
を
提
案
し
た
い
。“
旅
ナ
カ
”
販

売
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
東
北
ラ
ス
ト
・

ミ
ニ
ッ
ツ
商
品
」
を
販
売
す
る
一
方
、羽
田
、

成
田
、
浅
草
な
ど
で
「T

O
H

O
K

U
 café

」

を
営
業
し
販
売
す
る
手
法
が
あ
る
。
東
京
に

多
く
あ
る
「
東
北
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
を

生
か
せ
な
い
か
。
ま
た
、
観
光
案
内
所
、
外

国
人
の
多
い
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や

留
学
生
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
も
あ
る
。
時
に

は
東
北
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
招
い
た
ら
ど
う

か
。
ま
ず
手
始
め
に
、Shinkansen

と
言

え
ば
東
海
道
だ
が
、「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
新
幹

線
」
を
も
っ
と
宣
伝
す
れ
ば
ラ
ス
ト
・
ミ
ニ

ッ
ツ
で
東
北
に
誘
致
で
き
る
。

す
ず
き
・
ま
さ
る

１
９
６
７
年
、早
大
卒
。日
本
交
通
公
社(

現
Ｊ
Ｔ
Ｂ)

入
社
。シ
ド
ニ
ー

支
店
（
開
設
）
次
長
や
北
京
事
務
所
長
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
取
締
役
ア

ジ
ア
部
長
な
ど
を
経
て
２
０
０
０
年
退
社
。
同
年
、
大
阪
観
光
大
学
助

教
授
、
₀₂
年
教
授
、
₀₈
年
、
名
誉
教
授
。
₀₈
年
〜
₁₅
年
ま
で
桜
美
林
大

学
教
授
。
国
連
世
界
観
光
機
関
・
観
光
専
門
家
委
員
。
釧
路
湿
原
美
術

館
副
理
事
長
。
専
門
は
国
際
観
光
振
興
論
。
主
著
に
「
観
光
学
オ
ピ
ニ

オ
ン
シ
リ
ー
ズ
全
５
巻
」（
Ｎ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）。


